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I．はじめに
　本研究の目的は，算数への興味・意欲・有能感を測る尺度を作成することである。
さらに，その尺度と自尊感情や自己効力感，学習への動機づけとの関連を検討し，学
校生活において算数に興味や有能感を持つことの影響について考察を試みた。
　筆者は，主に小学生の自尊感情や自己効力感について，質問紙調査を中心に研究を
進めてきた。（井上，2009；富岡，2011）。調査を進める中で，自己概念の向上のため
には，児童が学校生活についてどのように感じているのかという適応感が重要ではな
いかという認識から，自尊感情と学校適応感との関連を検討した（富岡，2013）。そ
こでは，自己概念や自尊感情，自己効力感と学校適応感には高い正の相関がみられる
こと，さらに学業的自己概念の中の算数と自尊感情が高い相関があることが明らかに
なった。つまり，算数において肯定的な自己評価や有能感を持っている児童は，自尊
感情が他の児童よりも高い傾向があることが示されたのである。
　筆者がおこなった教員へのインタビューの中でも，算数が得意な児童は，ほかの友
人からの評価も高く，本人も自信を持って算数のみならず他教科の学習にも取り組む
ことができているという回答を数名の教員から得た。算数と自尊感情との関連が高い
ことをふまえて，算数に対する有能感や興味・関心と児童の自尊感情，および学校適
応感や学習への動機づけの間に何らかの関連が見られるのではないかと考え，本調査
に至った。
　有能感とは，「コンピテンス」とも言われるが，「自分はできる」という有能さの感
覚だけでなく，環境への適応力や自らの環境に対する働きかけによって変化を生じさ
せた時の満足感をさす。ホワイトは「有機体が，その環境と効果的に相互交渉をする
能力である」と定義しており，自身の力で環境を変化させたときに感じる喜びや「で
きる」という感覚であるといえよう（White, 1959）。
　動機づけに関する先行研究にはさまざまあるが，デシの自己決定理論においては，
内発的動機づけの中核になる要素として有能感（competence），自律性（autonomy），
関係性（relatedness）が指摘されている（Deci & Ryan,1985; 上淵，2004）。このように，
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動機づけと有能感の間には因果関係のみならず，動機づけを持つことで有能感を得よ
うとする欲求が高まるなど，深い関連性が示唆されている（Deci Ryan, 2000）。
　次に，算数の有能感や動機づけについての先行研究を概観する。算数については，
自己効力感や自己調整学習との関連性を検討している松沼（2004）の研究がある。し
かし，学習達成度を測る尺度はあっても具体的な有能感の尺度について言及した研究
はあまり見られない。算数学習における動機づけを扱った研究として，鈴木・内野
（2004）の自己評価と内発的動機づけに関する調査があげられる。この研究では算数
の学習において多面的な自己評価の基準を持つことによって，児童の内発的動機づけ
を高める可能性が示唆されている。だが，算数の有能感と動機づけとの関連を扱った
ものや，学校適応感と算数の有能感との関連を直接検討している研究はあまり見るこ
とができない。そこで，算数への興味・意欲，および有能感（コンピテンス）をはか
る尺度を作成することで，学校適応感や自尊感情との関連を検討することにし，付随
する適性変数として，本研究では学習への動機づけ尺度を用いることにした。学習へ
の動機づけ尺度では，外発的および内発的動機づけの方略を問う項目が含まれている
ため，「何のために学習するのか」という動機づけと，実際の算数の有能感との関連
性の検討が可能になる。
　本研究ではまず，算数の有能感・興味・意欲や達成をはかる尺度を実施し，尺度の
信頼性および因子構造を検討する。尺度の妥当性が確認できたうえで，自尊感情や学
校適応感，動機づけとの関連性を検討する。次に，算数の有能感・興味の高い児童・
低い児童の傾向を把握するために高群・低群に分けた分析をおこなった。同様に，内
発的動機づけも高群・低群に分けた分析を行い，動機づけと，自尊感情や学校適応感
その関連性を検討した。最後に，算数の有能感に影響を与える因子についても学年別
に重回帰分析を行い，考察した。
II．調査方法
1．調査対象
　八王子市内の小学校の児童 3 ～ 6 年生計 274 名（男子 135 名，女子 139 名）。担任
教員に依頼をした上で 2014 年 9 月－ 10 月に質問紙調査を実施，回収した。児童の学
年・性別による内訳は表 1 の通りである。
表1　児童の学年・性別の内訳
 学年
合計
３年 ４年 ５年 ６年
性別
男子 35 43 29 28 135
女子 42 32 34 31 139
合計 77 75 63 59 274
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2．使用尺度
　本調査では以下の 6 つの尺度を使用した。項目数は合計 50 問で，回答形式は「と
てもあてはまる」「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」「まったくあてはまら
ない」の 4 択式であった。
　（1）自尊感情
　The Self-Description Questionnaire I（自己記述質問票：Marsh, 1988）の短縮版
の中から，自尊感情にあたる「一般的自己」の項目 3 問を抽出した。この尺度は
すでに筆者によって日本語に翻訳され，実施されており，高い妥当性を示してい
る（富岡，2011）。
　（2）自己効力感
　児童用セルフ・エフィカシー尺度（福井ら，2009）より 3 問抽出。
　（3）科目別自己概念
　自己概念尺度（富岡，2011）より「スポーツ（身体的能力）」「国語」の項目計 6
問抽出。
　（4）学校適応感
　学校適応感について富岡（2013）の調査で使用した項目をもとに，より具体的に「適
応感」「活動への参与」「自己開示」「規則遵守・公平さ」を問う質問計 12 問を作
成した。
　（5）学習への動機づけ
　学習への動機づけ尺度（速見・田畑・吉田，1996）の「わたしは，新しいことを
学ぶのが好きなので，勉強しています」といった内発的動機づけを問う項目を 4
問，「わたしは，勉強しなかったらあとでこまると思うので，勉強します」など
高自律的外発的動機づけを問う項目を 3 問，計 7 問抽出。
　（6）算数の有能感・意欲（19 問作成）
　算数への興味，関心，有能感，および生活実用感などを問う項目を 19 問作成した。
III．結果
1．算数の有能感尺度の検討
　算数の有能感，意欲・興味を問う全 19 項目に対して因子分析（主因子法，プロマッ
クス回転）を行った。因子負荷量 .40 以上を基準にすると 6 番「算数の授業を面白い
と思います」の負荷量が少ないため，これを削除してもう一度分析すると 5 つの因子
が抽出された。第一因子は「計算をするのがひとよりも早いです」「文章題を解くこ
とが得意です」など，有能感を示しているため「有能感」と名付けた。第二因子は「算
数について新しいことをもっと知りたいと思います」「友だちといっしょに，算数の
問題を解くのは楽しいです」など算数の授業に対する興味や関心，意欲を表している
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と考えられるため「興味・関心」とした。第三因子は「算数が好きです」「算数の授
業があるとわくわくします」など，純粋な好みや期待感をさすため，「好感」とした。
第四因子は「算数の授業で学んでいることは，しょうらい役に立つと思います」など，
算数の有用性や実用性に関連するため「実用感」とした。第 5 因子は「算数の授業が
あると，不安な気持ちになります」など算数に対する不安感や不服感を表しているた
め，「不安感」とした。因子分析結果および因子間相関を表 2 に示す。信頼性は下記
の表 3 のようになり概ね高い値が得られたため，これをもとに各項目の得点を合計し
表2　算数の有能感尺度の因子分析結果
因子負荷量
I  有能感 I II III IV V
16 算数の問題をとくことはわたしにとってかんたんです。 .91 -.18 .01 -.01 .02
12 計算をするのがひとよりも早いです。 .82 -.15 -.01 -.01 -.10
3 文章題を解くことが得意です。 .73 -.07 .06 .04 .06
4 じぶんひとりで，算数の問題を解くのは楽しいです。 .50 .14 .10 .15 .11
18 今まで学習したことをもとにして，新しい問題を考えることが好きです。 .49 .31 -.14 .13 -.09
8 図形の問題を解くことが得意です。 .47 .05 -.06 -.06 .01
II  興味・関心
13 算数の問題が解けることはうれしいです。 -.12 .73 -.08 .06 -.11
17 算数の問題ができて，先生にほめられるのはうれしいです。 .02 .71 -.14 .07 -.14
19 算数について新しいことをもっといろいろ知りたいと思います。 .07 .55 -.03 .14 .04
9 友だちといっしょに，算数の問題を解くのは楽しいです。 .01 .48 -.08 .17 -.07
15 新しい公式を知ったり，算数の問題の解き方を教わることに興味があります。 .24 .46 .01 .13 .07
III  好感
1 わたしは算数が好きです。 .24 .01 .97 .14 .16
2 算数の授業があると，わくわくします。 .13 .18 .72 .02 -.03
IV  実用感
14 算数の授業で学んでいることは，しょうらい役に立つと思います。 .02 .30 .16 .77 .04
5 算数で学んでいることは，毎日の生活に役に立つと思います。 .07 .18 .20 .69 .03
V　不安感 
11 算数の授業があると，不安な気持ちになります。※ .18 -.17 .17 .13 .75
7 算数の授業は，他の科目に比べてつまらなく感じます。※ -.22 -.10 .55 -.11 .66
10 算数で学んでいることは，生活するうえであまり役立たないと思います※ -.08 .29 -.16 -.07 .63
因子間相関
I II III III III
有能感 ―
興味・関心 .57** ―
好感 .68** .58** ―
実用感 .38** .57** .38** ―
不安感 .21** .32** .37** .38** ―
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て因子得点とした。
2．下位尺度の信頼性
　上記の因子分析をおこなったうえで，自尊感情・自己効力感・学校適応感，動機づ
け，および算数の有能感尺度の各因子ごとの合計得点を下位尺度得点，全項目の合計
得点を平均化して尺度得点とした。各下位尺度の内的整合性をみるために信頼性係数
（クロンバックのα係数）を求めた。各下位尺度の信頼性を表 3 に示す。ここでは，「自
尊感情」「自己効力感」の合計点を「自己合計」，「学校適応感」「活動への参与」「自
己開示」「規則遵守」の合計を「適応感」，さらに算数における「有能感」「興味・関心」
「好感」「実用感」の合計を算数（合計）得点とした。
　「自己開示」がα＝ .68，「規則遵守」がα＝ .67 とあまり高いとはいえないが，他
の因子に関してはすべての項目がα＞ .70 となり，概ね高い値が得られた。特に，内
発的動機づけはα＝ .85，算数の有能感はα＝ .89 など非常に高い値を示し，内的一
貫性が示されたといえる。
3．性差・学年差の検討
　すでに因子構造が確認されている自己概念尺度および自己効力感尺度，適応感尺度，
学習への動機づけ尺度に加えて，上記の因子分析で 5 因子が確認された算数の有能感
尺度の性別・学年別の差を検討するために，性別と学年を独立変数とし，各項目を従
属変数とした 2 × 4 の 2 要因分散分析をおこなった。各下位尺度の性別・学年別の平
表3　下位尺度の信頼性
α係数
自尊感情 .70
自己効力感 .73
自己合計 ( 自尊感情＋自己効力感） .78
国語 .75
スポーツ .78
学校適応感 .76
活動への参与 .76
自己開示 .68
規則遵守 .67
適応感合計（学校適応感＋活動への参与＋自己開示＋規則遵守） .82
内発的動機づけ .85
外発的動機づけ .79
算数の有能感 .83
算数への興味・関心 .78
算数への好感 .85
算数への実用感 .73
算数への不安感 .73
算数合計（有能感＋興味・関心＋好感＋実用感） .89
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均値・標準偏差を含む基礎統計量，性差・学年差の結果を表 4 に示した。
　性別の主効果については，自己概念尺度の「スポーツ」（F（1，273）=11.54， 
p<.001）と「算数の有能感」（F（1，273）=8.55， p<.01）は男子が女子よりも有意に高かっ
た。「国語」（F（1，273）=14.08， p<.001），「適応感」（F（1，273）=4.24， p<.05）
においては女子が高かった。これは先行研究とも一致する結果となった。特に，算数
の有能感尺度においては「有能感」以外の因子も概ね男子が女子よりも高いが，これ
らは統計的に有意な差ではなかった。これに対して，算数に対する「不安感」は，女
子の方がやや高いという結果になった。
　学年の主効果については，「適応感」「算数への不安感」を除く全ての下位尺度にお
いて，学年による有意な差が見られた。TukeyのHSD法による多重比較をおこなうと，
3 年と 4 年が，5，6 年生よりも高い値を示した。これによって，自尊感情や自己効力
感，学校適応感，及び動機づけは学年が上がると共に低下する傾向にあることが示さ
れた。学年と性別の間の交互作用は，どの項目や下位尺度にも見られなかった。
表4　下位尺度得点の性別・学年別平均値・標準偏差および性差・学年差
因子名 性差( t/p 値 ) 学年差 全体 男性 女性 3 年 4 年 5 年 6 年
最高（最
低）値
人数 274 135 139 77 75 63 59
自尊感情 2.72 (.100) 13.40 (.000***)  3>5, 3>6, 4>5, 4>6
8.46
(1.98)
8.19
(0.16)
8.57
(0.16)
9.09
(0.22)
9.07
(0.22)
7.79
(0.23)
7.40
(0.24)
12.00
(3.00)
自己効力感 2.85 (.093) 6.45 (.000***)  3>5, 3>6, 4>6
8.94
(1.88)
8.70
(0.16)
9.07
(0.15)
9.47
(0.21)
9.21
(0.21)
8.67
(0.23)
8.20
(0.24)
12.00
(3.00)
国語 14.08 (.000***) 女＞男
10.60 (.000***) 
3>6, 4>6, 5>6
8.48
(2.04)
7.97
(0.17)
8.84
(0.16)
8.95
(0.22)
8.85
(0.22)
8.56
(0.24)
7.26
(0.25)
12.00
(3.00)
運動能力 11.54 (.001***) 男＞女
5.80 (.001***) 
3>5, 3>6, 4>5, 4>6
9.13
(2.21)
9.52
(0.19)
8.64
(0.18)
9.56
(0.25)
9.68
(0.25)
8.64
(0.27)
8.45
(0.28)
12.00
(3.00)
適応感 4.24 (.040*)  女＞男 1.94 (.124)
9.92
(1.81)
9.71
(0.16)
10.16
(0.15)
9.79
(0.21)
10.01
(0.21)
10.34
(0.23)
9.60
(0.23)
12.00
(3.00)
活動への参与 2.07 (.151) 8.24 (.000***)3>6, 4>6, 5>6
8.79
(1.80)
8.62
(0.15)
8.93
(0.15)
8.96
(0.20)
9.19
(0.20)
9.09
(0.22)
7.85
(0.22)
12.00
(3.00)
自己開示 1.47 (.227) 7.59 (.000***) 3>6, 4>5, 4>6, 5>6
8.84
(1.82)
8.93
(0.15)
8.67
(0.15)
9.00
(0.21)
9.45
(0.21)
8.74
(0.22)
8.01
(0.23)
12.00
(3.00)
規則遵守 0.61 (.437) 13.58 (.000***) 4>3, 4>5, 4>6, 3>6, 5>6 
8.75
(1.62)
8.63
(0.13)
8.78
(0.13)
8.81
(0.18)
9.49
(0.18)
8.73
(0.19)
7.79
(0.20)
12.00
(3.00)
学習・内発的
動機づけ
2.17 (.142) 13.58 (.000***) 3>5, 3>6, 4>5, 4>6, 5>6
11.84
(2.83)
11.43
(0.24)
11.92
(0.23)
12.72
(0.31)
12.54
(0.31)
11.46
(0.33)
9.96
(0.37)
16.00
(4.00)
学習・外発的
動機づけ
0.69 (.406) 9.86 (.000***) 3>5, 3>6, 4>5, 4>6, 5>6
9.80
(2.00)
9.60
(0.17)
9.80
(0.17)
10.36
(0.22)
10.22
(0.22)
9.56
(0.24)
8.67
(0.26)
12.00
(3.00)
算数の有能感 7.28 (.007*)　男＞女
14.593 (.000***) 3>5, 
3>6, 4>6, 5>6
15.97
(4.35)
16.68
(4.27)
15.28
(4.33)
17.70
(4.32)
16.75
(3.86)
15.54
(4.27)
13.25
(3.70)
24.00
(6.00)
算数への興
味・関心
0.27 (.604) 7.134 (.000***)  3>6, 4>6, 5>6
15.84
(3.36)
15.74
(3.22)
15.94
(3.31)
16.62
(3.02)
16.47
(3.34)
15.67
(3.34)
14.25
(2.85)
20.00
(5.00)
算数への好感 0.001 (.970) 15.945 (.000***) 3>5, 3>6, 4>5, 4>6
5.58
(1.87)
5.61
(1.87)
5.56
(1.89)
6.39
(1.70)
6.08
(1.54)
4.97
(1.94)
4.59
(1.76)
8.00
(2.00)
算数への実用
感
3.78 (.053) 4.473 (.004**) 3>5, 3>6
6.74
(1.41)
6.90
(1.15)
6.59
(1.62)
7.15
(1.13)
6.87
(1.28)
6.43
(1.60)
6.41
(1.56)
8.00
(2.00)
算数への不安
感
0.001 (.971) 0.885 (.449) 9.47(2.12)
9.44
(2.18)
9.49
(2.07)
9.82
(2.42)
9.25
(2.22)
9.40
(1.86)
9.37
(1.81)
12.00
(3.00)
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4．尺度間の相関
　上記の分析で作成した下位尺度を用いて，尺度間の相関を分析した結果を表 5「下
位尺度間の相関」に示す。 今回は「算数への不安感」の因子をのぞくほぼすべての
下位尺度間において有意な正の相関が示されたが，なかでも　r=.40 以上の適度に高
い相関を示したものについて記す。「自尊感情」と「自己効力感」の間に有意な正の
相関（r=.58）がみられた。さらに，「国語」（r=.40）「スポーツ」（r=.40） とも正の相
関を示し，自尊感情が高いことと科目別の自己概念の間の感染性が示された。ほかに
も，「算数の興味・関心」（r=.42）とも相関が見られた。「自己効力感」については，
「活動への参与」（r=.54）「自己開示」（r=.40）など適応感に関する因子と相関が見ら
れるだけでなく，「内発的動機づけ」（r=.53）「外発的動機づけ」（r=.53）とも高い相
関を示しており，自己効力感が高いと，動機づけも高まる可能性が示唆された。
　他には，「内発的動機づけ」が「算数の有能感」（r=.54）「算数への興味・関心」（r=.66）
「算数への好感」（r=.53）など，算数に関する様々な因子と高い正の相関を示した。「外
発的動機づけ」も「算数の有能感」（r=.38）「算数への興味・関心」（r=.48）とも相
関を示しているが，「内発的動機づけ」ほど高くはなかった。このことから，内発的
動機づけと算数の有能感との関連性が示唆された。
表5　下位尺度間の相関
自尊感
情
自己効
力感 国語
スポー
ツ
学校適
応感
活動へ
の参与
自己開
示
規則遵
守
内発的
動機づ
け
外発的
動機づ
け
算数の
有能感
算数へ
の興
味・関
心
算数へ
の好感
算数へ
の実用
感
算数へ
の不安
感
自尊感情 ―
自己効力感 .58** ―
　国語 .43** .37** ―
スポーツ .40** .39** .14* ―
学校適応感 .35** .36** .20** .20** ―
活動への参与 .43** .54** .30** .31** .57** ―
自己開示 .47** .40** .26** .37** .40** .50** ―
規則遵守 .38** .33** .26** .24** .49** .57** .49** ―
内発的動機づけ .53** .53** .49** .25** .44** .49** .39** .46** ―
外発的動機づけ .44** .53** .40** .19** .30** .44** .36** .41** .66** ―
算数の有能感 .36** .34** .31** .26** .15* .25** .27** .19** .54** .38** ―
算数への興味・関心 .42** .37** .29** .18** .44** .38** .31** .41** .66** .48** .57** ―
算数への好感 .38** .27** .25** .23** .19** .29** .26** .18** .53** .29** .68** .58** ―
算数への実用感 .16** .21** .22** .10 .25** .26** .21** .26** .46** .57** .38** .57** .38** ―
算数への不安感 .04 .03 .04 -.05 .18** .11 .11 .13* .23** .13* .21** .32** .37** .38** ―
*p<.05, **p<.01
表6　算数の有能感・興味の高群・低群における平均値・標準偏差およびｔ検定の結果
高群 (n=157) 低群 (n=114) t 値
算数の有能感・興味 自己合計 18.43(3.24) 15.73(3.06) 6.82***
適応感合計 37.69(5.30) 34.03(5.26) 5.55***
内発的動機づけ 13.12(2.11) 9.74(2.55) 11.83***
外発的動機づけ 10.46(1.68) 8.69(1.97) 7.86***
  ***p<.001
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5．算数の有能感の高低によるグループ分けの分析
　ここでは，算数の有能感尺度におけづ「有能感」「興味」の合計点を「算数の有能感・
興味」合計因子として扱う。「算数の有能感・興味」が高いグループとそうでないグ
ループの自尊感情や適応感，動機づけを調べるために，平均値で 2 分して，平均値よ
り高いグループを高群，低いグループを低群と名付けた。「算数の有能感・興味の高
群・低群における平均値・標準偏差およびｔ検定の結果」を表 6 に示す。算数の有能
感・興味が高いグループは，「自己合計」「適応感合計」「内発的動機づけ」「外発的動
機づけ」のいずれも低群よりも有意に高い値を示した。このことから，算数の有能感
が高く，興味・関心を持っている児童は，そうではない児童よりも，自尊感情や自己
効力感が高く，適応感が高く，意欲も高いという傾向が示されたといえる。特に，「内
発的動機づけ」（t （1, 273）=11.85, p<.001）については高群と低群の間の差が大きく，
内発的動機づけの算数の有能感に与える影響の重要性が伺えた。
6．内発的動機づけの高低によるグループ分けの分析
　次に，内発的動機づけの高低によるグループ分けの分析を同じように平均値で高群・
低群に分けて，「自己合計」「適応感合計」「算数合計」の値を検討した（表 7 参照）。
すると，どの項目も，内発的動機づけが高いグループはすべての因子得点において低
いグループよりも有意に高い値を示していることがわかり，内発的に動機づけられて
いる児童は，自尊感情も高く適応感も高く，算数の有能感も高い傾向にあることが示
唆された。
7．算数の有能感に影響を与える要因の検討
　これまでの分析で，内発的動機づけが自尊感情や適応感，また算数の有能感と強い
関連性があり，児童の特性を把握するうえで重要な因子であることが示された。そこ
表7　内発的動機づけの高群・低群における平均値・標準偏差およびｔ検定の結果
高群 (n=159) 低群 (n=112) t 値
内発的動機づけ 自己合計 18.49(3.01) 14.87(2.97) 9.15***
適応感合計 37.85(5.06) 32.68(5.01) 7.75***
算数合計 34.12(5.49) 26.48(6.43) 9.98***
   ***p<.001
表8　算数の有能感の重回帰分析結果
全体 3 年 4 年 5 年 6 年
算数の有能感＋興味合
計 自己合計 .10 .12 .10 .14 -.06
適応感合計 .09 -.08 .10 .01 .04
内発的動機づけ .57*** .43** .49*** .60*** .67***
外発的動機づけ .15 .18 .17 .07 .05
重相関係数 .45*** .32*** .27*** .44*** .50***
  **p<.01, ***p<.001
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で学年別に「算数の有能感・興味」に影響を与える要因を検討するために，「自己合計」
「適応感合計」「内発的動機づけ」「外発的動機づけ」を説明変数，「算数の有能感・興味」
を目的変数とした重回帰分析を行った（表 8 参照）。全学年において「内発的動機づけ」
と「算数の有能感・興味」との間に最も高い正の相関が見られ，それは学年が上がる
とともに高くなることが示された。逆に，「外発的動機づけ」と「算数の有能感・興味」
との間の相関は学年とともに下がることが示され，このことから 3 年生から 6 年生へ
と学年が上がるほど，内発的動機づけとの関連が強くなり，外発的動機づけとの関連
が弱まることが示された。
IV. 考察
　本研究では，算数の有能感をはかる尺度を開発することを試み，自尊感情や学校適
応感，動機づけとの関連を検討した。性差と学年差については，先行研究と同じ傾向
を示した。算数の興味・関心，有能感は男子が高い傾向にあった。算数の有能感は自
己効力感，学習への内発的動機づけと高い相関があった。学習の外発的動機づけにつ
いては，算数の「実用感」と高い相関（r=.57）を示しており，毎日の生活や将来に「役
に立つ」という実用性が外発的な動機と結びついている可能性が示唆された。つまり，
算数が「楽しい」から学ぶよりも，「必要だから，役に立つから」学ぶ児童は，外発
的な理由づけで学ぶ傾向にあることがわかった。学年別の重回帰分析では，「算数の
有能感・興味」に影響を与える要因を分析し，3，4，5，6 年生すべてのデータを通して，
「内発的動機づけ」が最も影響を与えていることが示された。今回の新たな発見として，
算数の有能感や達成度は，学年が上がるにつれて，内発的動機づけとの相関が高くな
り，外発的動機づけとの相関が低くなっていたことがあげられる。これは，「叱られ
るのがいやだから」学ぶ児童よりも，「学ぶことが楽しいから」「新しいことをもっと
知りたいから」自ら進んで学ぶ児童の方が，算数への興味が増し，有能感が高まる可
能性を示唆しており，内発的に学習に動機づけられることの重要性を示しているもの
と思われる。
　本研究での知見としては，上記に述べたように学年が上がるほど学習への動機づけ
が外発的ではなく内発的になることによって，有能感も高まる可能性が示唆された
点にある。学習を進めるうえで，年齢的な発達とともに内発的に学習に動機づけられ
ることの重要性と，先行研究でも示された動機づけと有能感の強い関連性が明らかに
なったといえよう。さらに本研究では，一般的な学業的コンピテンス（有能感）の中
でも特に算数に着目したことで，より具体的に有能感の構成概念を明らかにすること
ができたのは大きな意義があるといえる。加えて，今回の試みとして，算数の有能感
という特定の主要教科に特化した有能感尺度の作成があげられるが，概ね高い因子負
荷を持つ安定した 5 因子構造を認めることができた。今後は，その尺度を用いて児童
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の算数に対する有能感だけでなく，興味・関心や不安感も検討することができるため，
年度初めや年度終わりにこの尺度を実施することで児童の学習へのレディネスや学習
成果を把握することが可能になる。その意味で，担任の教師にとっては，算数の学習
における児童の実態の把握を可能にする有益なツールとなりうるといえよう。
　最後に，本研究の限界と今後の課題について述べたい。本研究の限界としては，サ
ンプルとなる学校数が 1 校だった点があげられる。今後はサンプル校を増やすことに
より，性差・学年差の傾向や学校別の傾向などについてより包括的な分析が可能にな
ることが考えられよう。また，今後の課題としては，パス図を用いた因果関係の分析
や，実際の算数の学業成績との関連性も検討することが考えられる。有能感と実際の
成績と動機づけとの関連をみるなかで，児童の主体的な学習態度の育成や学力向上に
結び付く指導方法や学習方法を検討していくことも今後さらに必要になってくるであ
ろう。
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The Development of Arithmetic Competence Scale: 
Its Relation to Self-esteem and Motivation
Hiroko I. TOMIOKA
Abstract
The scales of self-esteem, self-efficacy, feeling of school adjustment, and motivation 
were administered to 274 elementar y school students. In addition, the scale of 
Arithmetic competence and interest was administered. The exploratory factor analysis 
showed five factors in the scale of Arithmetic competence and interest.  With regard to 
gender difference, female students showed statistically higher scores on “Reading” and 
“Feeling of school adjustment,” while male students showed higher scores in “Physical 
Ability” and “Arithmetic competence.” With regard to grade difference, except for 
“feeling of school adjustment” and “Anxiety for Arithmetic,” there were tendencies of 
declining scores with age. Multiple regression analysis showed that the influences of 
intrinsic motivation on Arithmetic competence increased with age. That implied the 
importance of intrinsic motivation in order to improve Arithmetic competence. (126 
words)
【Keywords】self-ef ficacy, feeling of school adjustment, motivation, Arithmetic 
competence
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